
アート界のイノベーション④ 
2020 年 12 月 13 日 

15:52 

通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教

材 

１ Ⅰ･Ⅱ   我々は「絵」を見る時に、「絵」そ

のものではなく、「絵」から伝わる

イメージを受け取っている。ここを

取り上げ、変革を起こした作品を鑑

賞して考察する 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

10 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

20 分 

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

  

  

  

  

ワーク 

  

なるべく他の人とは共通点が重ならないような紙と鉛筆を使って「落書

き」をする 

時間は５分間程度 

  

  

  

グループ内で作品を共有して、共通点を探し出してみてください。 

  

  

（どのような「共通点」を探し出すか、まとめ方＝「抽象化」「概念

化」を引き出すワークとなる） 

  

  

  

  

  

鑑賞 

  

時代を変えたアート 

ジャクソン・ボロックの「ナンバー１A」 

  

作品を鑑賞してできるだけ多くの「問い」を創り出す。 

  

なぜこの作品が「アート界にイノベーション」を起こしたのか、考えて

みる 

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

 
  

 
  

 
  

 

 

ヒントとして、「窓と床を見るワーク」を行う 

  

  

「窓」を見た時に、「窓」そのものを見るよりも「窓の外にある風景や

物体」を見たのではないか 

  

「床」を見た時は、どちらかというと「床」そのものを見ていたのはな

いか 

  

アート作品の中でも絵画は、この「窓」のような役割をしているのでは

ないか？すなわち、「絵」を通してそこに書き込まれたイメージを見て

いる。 

  

作品「ナンバー１A」は「窓」ではなく「床」を見せる。すなわち

「絵」そのものを見せるという改革に挑戦しているのではないか？ 

  

  

マグリッドの「イメージの裏切り」「これはパイプではない」という作

品が私たちに伝えようとしていることについて考える 

  

  

  

  

「絵」や「言葉」が伝えようとしている「意味」とその限界と危険性 

  

私たちがこれまでの経験や慣習で勝手にイメージしてしまうものがある 

  

  

「真実は何か」常に意識して「常識」に流されてしまわないことを学ぶ 

  

  

  

  

これらの学びの後に、もう一度最初の「落書きの共通点」についてさが

してみる 

  

  

  

  

絶対的な共通点 

「すべて紙の上に筆記用具のインクや黒鉛の成分がこすりつけられてい

る」 

「絵」そのものを見たことによってはじめて気づくこと 

  

  

  

ワーク 



  

45 分 

  

 
  

 

 
  

「２歳の子どもが描いた絵を見て、自分がその子どもになったつもりで

この描いた絵を説明する」 

  

「共感力の伸長」 

  

  

子どもの感性「何かを描こうとする意識よりも紙にしるしや色がつく楽

しさ」大人の常識とは異なる 

  

「線」を描くことから「丸」につながる楽しさ 

  

子どもの目線、感覚を知る → 単なる「想像」では足りない。その子

ども身体の中に「憑依」するような「なりきり」 

  

この「共感力」が「デザイン思考」で活かされる 

  

  

  

      

  

 


